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1 はじめに 

熊本大学工学部では地域貢献事業の一環として「中学生を対象とした夏休みの自由研究に関する技術相談

会」を開催している．この相談会は，熊本県内の中学生を対象とし，本学の教職員が提案したテーマに沿っ

た実験や観察を通じて中学生の自然科学や科学技術への関心や興味を高めることを目的にしている．例年１

００名を超える参加者があり，最近では保護者の参加も多く，将来的な進路を含めて熊本大学を知っていた

だく良い機会にもなっている．本年度は１５回目の開催となり工学部だけではなく生命科学研究部，学生支

援部の技術職員からテーマの提案もあり２１テーマに１７６名の中学生が参加した． 

 

2 内容 

2.1 企画・運営体制 

技術相談会は各専門技術グループ，自然科学系事務部より１名選出された相談会 WG により企画・運営

をおこなった．４月１２日の WG 会議にて日程調整，分担を決め６月２８日に案内チラシを配布（熊本市

内，県内全中学校），Web での募集を開始した．メールもしくは郵送の申し込みで締切り期日までに１８３

名の参加が確定した． 

 

2.2 実施概要 

日時：平成３０年７月２９日（日）９～１６時 

主催：熊本大学工学部 共催：熊本大学工業会 後援：熊本県教育委員会 熊本市教育委員会 

場所：工学部百周年記念館他 

募集テーマ：２１件，参加者１７６名（諸事情による欠席７名） 

従事職員：相談員 ２８名，運営スタッフ ３名 合計３１名 

 

表１ テーマ一覧 



 

   

図 相談会風景 

本年度は申込者多数のため，第１希望のテーマを受講できない参加者が多数いたが，アンケートの結果よ

り第２希望，その他のテーマにおいても興味を持って取組んでいただけた様子である．大きなトラブルもな

く１６時頃に全ての相談が終了した． 

 

2.3 アンケート結果（参加者 176名 アンケート回収 166名 回収率 94 ％） 

    

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 まとめ 

本年度の申込み状況や参加者のアンケート結果から本イベントが地域に定着し，中学生の自然科学や科学

技術への関心や興味を高めることに少なからず貢献していると考えられる．今後も本イベントを継続するに

当たっては中学生の自由研究の枠にとらわれず，大学でしか体験できないような先端技術や研究に触れあう

機会であっても良いのではと考える．理科が好き，科学が好き，勉強は嫌いだけど実験は好き等，色々な興

味を引き出すイベントとして日々，高度な技術と知識で研究を支援する技術職員の知恵を結集させて継続で

きれば良いと思う．これまでに開催した１５回の「中学生を対象とした夏休みの自由研究に関する技術相談

会」の取り組みに対し平成３０年度 熊本大学社会貢献活動表彰「準グランプリ」を受賞した． 


